
3月例会「春風･野鳥と友達になる探検」報告書 

●と き 令和8年3月１5日（日）午前１０時～正午 

●ところ 立田山憩の森お祭り広場(集合・解散) 

●コース お祭り広場駐車場～サクラ池周辺～お祭り広場駐車場 

●講 師 日本野鳥の会熊本県支部 白石健一さん 

●指導員 藤井(由)、倉光、清田、長濱、益田、藤井(景)、岸岡  

●参加者 21家族、55人 

●観察種 21種 (白石さんが早朝から観察した野鳥を含む) 

アオゲラ、アオサギ、アオジ、イカル、ウグイス、オカヨシガモ、カルガモ、カワラヒワ、

キジバト、コゲラ、コジュケイ、シジュウカラ、シロハラ、ソウシチョウ、ツグミ、ツバメ、

ハシブトガラス、ヒヨドリ、メジロ、モズ、ヤマガラ 

   

   

   

   

晴れ上がりポカポカ陽気の観察会となりました。最初に白石さんから「双眼鏡の使い方」を教えて

もらい、野鳥の姿を探しながらサクラ池まで足を延ばします。早咲きのサクラの花も綺麗でした。 

サクラ池の堤防には体の大きなサギがたたずみ、池の中をスイスイとカモが泳いでいます。子ども

達も双眼鏡で一生懸命に観察。ドングリ拾いやモグラの穴探しをする子ども達もいて、大人達もしば

し里山の春の風情を満喫しました。案内役の白石さん、今年もありがとうございました。 


